
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学校教育目標（具体目標） 

一，敬愛の心があつく心情豊かな生徒 

一，よく考え主体的に行動できる生徒 

一，体力・気力の充実した健康な生徒  
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今年は例年以上の猛暑の中，スポーツの熱い

戦いが繰り広げられた夏でした。 

まずは６月の総体地区大会，７月の県大会。 

7/26 からのパリオリンピック。 

甲子園では，栃木県としては 19年ぶりの公立校

出場となった石橋高校の躍進。 

そして一昨日から始まったパラリンピック。 

 

 全力で臨んだ３年生最後の大会やコンクール

は，いずれも実力伯仲で，僅差の勝負。ワンチ

ャンスをものにできるか，流れを掴めるか，運

を引き寄せられるかが，勝負所，見どころでし

た。 
優勝や金メダルは，たった一人だけ，たった

１チームだけで，他の出場者はすべて負けて終

わります。結果がついてくれば何よりですが，

大切なのは，その過程（道のり）であり，戦い

を通して何を得たのか，そこからどうしていく

のかに価値があり，大切なことだと改めて思い

ました。 
陽西中生徒をはじめ，全国や世界の大舞台で，

勝負にかける選手たちの 
「最後まであきらめない強い思い」
を目の当たりにして，感動の連続でした。また，

選手のストーリーやエピソードなどから，さら

に元気と勇気をもらいました。  
その中でも，地元栃木の話題を紹介したいと

思います。（これは，8/16，石橋高校対青森山田

の３回戦を放送していた NHK テレビで放送，ま

たテレビ朝日の熱闘甲子園でも紹介されたもの

です。） 

 
 

去年７月，石橋高校のピッチャーだった吉田

光来（みらい）さんが，脳梗塞で倒れました。 
物を握ることも，補助や車いすがなければ歩

くこともできず，医師からは「もう指先は動か

ないと思ったほうがいい…」と言われました。 
くじけそうな石田さんを救ったのは，チーム

メイトからのメッセージでした。懸命にリハビ

リを続け，発症から半年余りで，日常生活の動

作はほぼ一人でできるようになり，医師からは

「ふつうでは考えられないほどの回復だ」と言

われたそうです。 
しかし，３月になっても，野球ができるまで

には回復しなかったため，マネージャーになる

という大きな決断をしました。本人は， 
「マネージャーになる道を選んだこと自体が

苦しかったわけではありません。野球が好きだ

から。このチームが好きだから。少しでも長く

このチームで一緒に戦っていたかったんです」

と振り返ります。 
それからは，マネージャーとして，ノックで

のボール渡しや道具の準備，練習時間の調整，

選手へのアドバイス。元選手としての経験を生

かしながら，さまざまな場面でチームを支え続

けました。 
吉田さんは，試合後に，「つらいリハビリを頑

張れたのもみんなのおかげです。甲子園に連れ

てきてくれてありがとう」と仲間にあいさつ。

田口主将は『吉田がいなかったら甲子園には立

てなかった』と感謝の涙を流していました。 

 
仲間がいる，仲間がいるから楽しく，そして

頑張れる。それが学校のいいところです。 
みんなが生活する学校とその仲間を大切に，

そして，思いやり，人の心の痛みが分かる人に

なってください。そして仲間と切磋琢磨してい

きましょう。（切磋琢磨＝仲間同士互いに励ま

し合って向上すること） 

 



 
試合が拮抗（きっこう）し，どちらが勝ってもおかしくない････。勝ち上がると各チームに力の差はな

く，「流れ」を掴んだ方が勝利を手にします。このワンプレーの勝負で関東大会出場が決まるという極限

の場面でも，動じるどころかゾーンに入っていた選手たち。その舞台に立ち，全力を出し切りました。

勝利よりも大切なものを手にすることができたはずです。その雄姿を紹介します 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

関東大会  

 
全国大会 

野球 県ベスト８（7/22 粟野,23 栃木,24 県営） 
１回戦  8-1 北押原中（5 回コールド） 

２回戦  2-1 大谷中（タイブレーク） 

準々決勝 4-6 親園中 

 

総合体育大会県大会 7/22～後半戦 

バレーボール 県ベスト６ 
（7/24 ブレックスアリーナ、 

25TKC いちごアリーナ、26 清原体育館） 

２回戦  2-0 南犬飼中 

３回戦  2-0 山前中 

準々決勝 0-2 黒磯北中 

関東大会出場決定１回戦 2-0 若松原中 

    〃   ２回戦 1-2 七井中 

 

 

 

 
 

   

弓道 男子Ｂ県ベスト８（7/22、23 ﾕｳｹｲ） 
男子 準々決勝敗退 

 女子 一次予選敗退 

 

7/28 県吹奏楽コンクール 金賞  8/8NHK 合唱コンクール 奨励賞 

 

 
 
 

8/ 8 弓道男子団体（岩上･矢田部･眞田）予選敗退 

8/10 卓球シングルス（小森）１回戦敗退 

8/10 柔道 55㎏級（鈴木）3 回戦敗退 

 

8/23 柔道 55kg 級（鈴木）1 回戦敗退 
   


